
広島新庄高校 軟式野球部
全国大会初出場　国体出場決定

（写真は初戦勝利後の校歌斉唱　３ページに関連記事）
祝
巻頭
どんぐり北広島　高橋選手・半谷選手が金メダル
特集
北広島町消防団　小型ポンプ操法大会
連載
健康通信　「がん検診」を受けましょう

連載
水道の未来を考える
まちの話題
きたひろファミリーフェスタ 2018　ほか
2020 年東京オリンピックに向けて
がんばれ ドミニカ共和国
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第 18 回アジア競技大会 ソフトテニス競技

　メダルおめでとう
半
は ん が い

谷 美
み さ き

咲 選手 ど ん ぐ り 北 広 島
ソフトテニスクラブ

（女子団体戦出場）

2 人の凱旋帰国
(9 月 4 日　JR 広島駅）

（女子シングルス及び女子団体戦出場）
高
た か は し

橋 乃
の あ

綾 選手

地域の皆さんが出迎え、2人
に祝福とねぎらいの言葉を贈
りました

金

凱旋報告会 (9 月 5 日　役場本庁）
2 人が金メダル獲得の報告を
行いました
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広
島
新
庄
高
校
軟
式
野
球
部
が
第
63

回
全
国
高
等
学
校
軟
式
野
球
選
手
権
大

会
に
初
出
場
し
ま
し
た
。

　
８
月
24
日
（
金
）
に
兵
庫
県
明
石
市

で
行
わ
れ
た
開
会
式
で
は
、
広
島
県
予

選
大
会
に
続
き
、
洲す
は
ま濱 

公ま
さ
き輝
主
将
が

「
笑
顔
で
全
力
プ
レ
ー
し
、
最
高
の
夏

に
」
と
選
手
宣
誓
。
翌
日
の
初
戦
は
、

北
海
道
代
表
の
登
の
ぼ
り
べ
つ別
明あ
け
び日
中
等
教
育
学

校
＊
（
昨
年
の
全
国
大
会
で
ベ
ス
ト
４
）

と
対
戦
。
試
合
中
盤
ま
で
相
手
ピ
ッ

チ
ャ
ー
の
好
投
に
苦
し
ん
で
い
ま
し
た

が
、
北
広
島
町
か
ら
駆
け
付
け
た
保
護

者
や
地
域
の
方
々
の
声
援
を
受
け
、
８

回
裏
に
広
島
新
庄
が
７
点
を
あ
げ
て
、

７
対
２
で
逆
転
勝
利
し
ま
し
た
。

　
上
田
西
高
校
（
長
野
県
）
と
の
準
々

決
勝
で
惜
し
く
も
敗
退
し
ま
し
た
が
、

広
島
県
予
選
大
会
、
西
中
国
大
会
を
勝

ち
上
が
り
、
部
員
20
人
で
初
め
て
手
に

し
た
全
国
へ
の
切
符
。
１
試
合
ご
と
に

力
を
付
け
、
夢
の
舞
台
で
躍
動
す
る
選

手
た
ち
は
大
き
な
感
動
を
与
え
て
く
れ

ま
し
た
。
軟
式
野
球
部
は
９
月
末
か
ら

開
催
さ
れ
る
「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国

体
」
へ
の
出
場
が
決
定
。
選
手
た
ち
の

夢
の
続
き
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

第 63 回
全国高等学校軟式野球選手権大会

初出場 ベスト８

広島新庄高校
軟 式 野 球 部

全国大会開会式

選手宣誓をする
洲濱主将

入場行進軟式野球部の皆さん

＊�

中
等
教
育
学
校
…
中
学
校
な
ど
と
高
校
な
ど
に

お
け
る
教
育
を
一
貫
し
て
行
う
学
校
。
中
高
一

貫
教
育
。（
文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）
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消防団員の消防技術と士気を高める
北広島町消防団 第２回小型ポンプ操法大会

消
防
ポ
ン
プ
操
法
の
種
類

　

消
防
ポ
ン
プ
操
法
に
は
、
機
械
器

具
に
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
使
用
す

る
「
ポ
ン
プ
車
操
法
」
と
、
持
ち
運
び

可
能
な
小
型
動
力
ポ
ン
プ
を
使
用
す
る

「
小
型
ポ
ン
プ
操
法
」
の
２
つ
が
あ
り
、

今
回
は
小
型
ポ
ン
プ
操
法
に
よ
る
競
技

大
会
で
し
た
。

　
使
用
す
る
機
械
器
具
は
、
ホ
ー
ス
３

本
、
筒
先
、
枕
木
、
と
び
口
、
吸
管
で
、

小
型
動
力
ポ
ン
プ
に
ホ
ー
ス
と
吸
管
、

筒
先
を
連
結
し
、
水
利
か
ら
火
災
現
場

を
想
定
し
た
「
火
点
」
に
向
け
て
放
水

（
今
回
は
放
水
な
し
）
し
ま
す
。

　町民の生活を災害から守る組織の１つが北広島町消防団です。災害に備え、
機械器具の点検や教育訓練、警戒などの活動を行っています。中でも教育訓
練の１つとして、消防技術の向上と士気の高揚を図る「消防ポンプ操法大会」
を隔年で実施しています。８月 26 日（日）、夏季訓練として、「第２回小型
ポンプ操法大会」を開催し、14 チームが消防技術を競い合いました。

消
防
ポ
ン
プ
操
法
の
目
的

　
火
災
の
現
場
で
は
、
機
械
器
具
を
使

用
し
て
消
火
活
動
に
あ
た
り
ま
す
が
、

迅
速
、
的
確
か
つ
安
全
に
取
り
扱
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
消
防
ポ
ン
プ
操

法
で
は
、そ
の
技
術
の
習
得
と
と
も
に
、

大
会
を
通
じ
て
士
気
の
高
揚
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

熱
戦
を
繰
り
広
げ
る
選
手

特 集
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小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
人
員

　
分
団
ご
と
に
指
揮
者
・
１
番
員
・
２

番
員
・
３
番
員
・
補
助
員
で
構
成
す
る

１
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機

械
器
具
の
操
作
や
動
作
、
行
動
を
審
査

し
競
い
ま
す
。

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
審
査

　
小
型
ポ
ン
プ
操
法
は
、
指
導
要
領
に

定
め
ら
れ
た
操
作
・
動
作
・
行
動
に
基

づ
き
、
減
点
方
式
で
審
査
し
ま
す
。
ま

た
、
ホ
ー
ス
延
長
か
ら
放
水
（
今
回
は

放
水
な
し
）
す
る
所
要
基
準
時
間
を
45

秒
と
し
て
い
ま
す
。
迅
速
、
的
確
か
つ

安
全
に
取
り
扱
う
こ
と
が
勝
利
の
ポ
イ

ン
ト
に
な
り
ま
す
。

熱
戦
を
繰
り
広
げ
る
選
手
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大会成績

問
危
機
管
理
課

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
１
９

チーム
優　勝 第 10 分団 （千代田）
準優勝 第 11 分団 （千代田）
第３位 第９分団 （千代田）
第４位 第５分団 （ 大 朝 ）
第５位 第７分団 （千代田）
第６位 第 14 分団 （ 豊 平 ）
第７位 第３分団 （ 芸 北 ）

個人賞

優勝　第 10分団

第 3位　第９分団

　
火
災
現
場
で
迅
速
、
的
確
か
つ
安
全

に
消
火
活
動
に
あ
た
る
た
め
に
は
、
日

頃
か
ら
機
械
器
具
の
取
り
扱
い
方
に
慣

れ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
消
防
ポ

ン
プ
操
法
に
は
、
そ
の
た
め
の
「
イ
ロ

ハ
」
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
消

防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
を
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
日
頃
の
練
習
を
通
じ
て
団
員
相

互
の
団
結
力
を
生
み
出
し
、
士
気
の
高

揚
が
図
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
出
場
し
た
選
手
に
お
い
て
は
、

仕
事
を
終
え
た
後
に
練
習
を
重
ね
て
い

た
だ
き
、
本
番
で
す
ば
ら
し
い
力
を
発

揮
し
ま
し
た
。
ま
た
、
選
手
以
外
の
団

員
も
一
致
団
結
し
て
選
手
を
支
え
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
力
が
町
民
の

生
活
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
団
員
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
地
域

に
根
差
し
た
消
防
団
と
し
て
活
動
し
て

ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

終
わ
り
に
、

ご
臨
席
賜
り
ま

し
た
ご
来
賓
の

皆
様
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

山
や ま だ

田  浩
ひ ろ し

詩
（第９分団）

指揮者
濱
は ま だ

田  晃
あきのり

典
（第 10 分団）

1 番員
小
こばやし

林  哲
て つ や

也
（第９分団）

２番員
森
もり

　正
まさのり

範
（第 10 分団）

３番員

橋は
し
も
と本 

寅と
ら
お夫 

団
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

北広島町消防団 第２回小型ポンプ操法大会 特 集

第
35
回 

八
幡
高
原

聖
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会

準優勝　第 11分団
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芸北小学校  第２位交 通 安 全 子 供
自 転 車 全 国 大 会

　８月８日（水）、東京都内で開催された「第 53 回交通安全子供自転車全国大会」（団
体の部）で、芸北小学校が第２位に輝きました。芸北小は、６年連続で広島県代表とし
て全国大会に出場しており、昨年は優勝。惜しくも２連覇とはなりませんでしたが、約
４か月にわたって早朝や夕方に取り組んできた練習の成果を発揮しました。
　８月 17 日（金）には、児童たちが町長室を訪れ、平常心や常に自信を持って大会に
臨んだことなどを報告。また、個人の部で４位入賞を果たした岡

おかもと
本 夏

か つ
津くんは「昨年

の悔しさをバネにして結果を残せるように努力した」と話していました。

第
35
回 

八
幡
高
原

聖
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会　９月２日（日）、聖湖マラソン大会が

開催され、約 2,000 人のランナーが初
秋の八幡高原を駆け抜けました。
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楽しく運動　いいこといっぱい！
私の元気づくり体験記

元気づくり推進事業は現在 53 会場で実施
中です。参加者の声を紹介します。

雄
鹿
原
元
気
ク
ラ
ブ　

（
毎
週
月
・
水

  

午
後
２
時
～
３
時
30
分
）

　
藤ふ
じ
は
ら原 

ツ
ネ
子 

さ
ん

　

元
気
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
て
か
ら
早

い
も
の
で
4
年
が
経
ち
ま
す
。
私
の

一
番
の
楽
し
み
は
、
皆
さ
ん
と
お
し

ゃ
べ
り
を
す
る
こ
と
で
す
。
季
節
の

野
菜
や
、
近
所
の
話
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
話
を
し
ま
す
。

元
気
ク
ラ
ブ
に
参
加
す
る
前
と
比

べ
て
変
わ
っ
た
こ
と
と
い
え
ば
、
病

院
へ
行
く
回
数
が
減
り
ま
し
た
。
血

圧
も
安
定
し
、
薬
も
飲
ん
で
い
ま
せ

ん
。
体
の
調
子
が
良
く
な
り
、
と
て

も
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

ま
た
、
体
操
を
続
け
る
と
、
体
に

筋
肉
が
つ
い
た
こ
と
を
実
感
し
て
い

ま
す
。久
し
ぶ
り
に
体
操
に
行
く
と
、

今
日
は
し
わ
か
っ
た
な
と
感
じ
ま

す
。
で
き
る
だ
け
休
ま
ず
参
加
す
る

こ
と
が
大
事
で
す
ね
。

健　
康
　
信
通

第162回

問 保健課　
健康増進係
IP☎１８５３

「
が
ん
検
診
」
を
受
け
ま
し
ょ
う

が
ん
を
早
期
に
発
見
す
る
に
は
、
定

期
的
に
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
北
広
島
町
の
が
ん
検
診
受
診

率
は
30
％
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
平

成
28
年
度
の
が
ん
検
診
受
診
率
は
次
の

と
お
り
で
す
。

北
広
島
町
で
は
、
各
が
ん
検
診
を
次

の
と
お
り
行
っ
て
い
ま
す
。

【
対
象
年
齢
】

①
40
歳
以
上
の
町
民

胃
が
ん
・
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん

乳
が
ん

②
20
歳
以
上
の
町
民

子
宮
頸
が
ん

【
検
診
の
機
会
】

①
秋
の
集
団
健
診

　
10
月
30
日　
大
朝
保
健
セ
ン
タ
ー

　
10
月
31
日
・
11
月
１
日

　
　
　
　
　
　
千
代
田
開
発
セ
ン
タ
ー

②
医
療
機
関
健
診

　
契
約
し
て
い
る
医
療
機
関
で
、
各
が

ん
検
診
を
ご
都
合
の
よ
い
日
程
で
受
診

で
き
ま
す
。

③
人
間
ド
ッ
ク
検
診

　
対
象
者
は
、
今
年
度
40
～
74
歳
に
な

る
北
広
島
町
国
保
加
入
者
及
び
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
加
入
者
。
各
が
ん
検
診

を
ま
と
め
て
受
診
で
き
ま
す
。

※
お
申
し
込
み
や
く
わ
し
い
こ
と
は
、

保
健
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

が
ん
検
診
の
「
利
益
」
と
「
不
利
益
」

● 

利
益
…
早
期
発
見･

早
期
治
療
に
よ
る
死
亡

率
の
減
少
な
ど

●
不
利
益
…
偽
陰
性･

偽
陽
性
の
発
生
な
ど

　
こ
れ
ら
の｢

利
益｣

と｢

不
利
益｣

を
比
較

し
て
、
明
確
に
利
益
が
多
い
が
ん
検
診
を
対
策

型
検
診
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

項目 受診率 県平均
受診率

胃がん 13.7％ 7.2％

大腸がん 13.3％ 7.5％

肺がん 13.8％ 6.8％

子宮頸がん 17.1％ 16.9％

乳がん 20.5％ 15.3％

平成 28 年度がん検診受診率
（北広島町）

【
ア
ル
コ
ー
ル
ま
め
知
識　
そ
の
⑦
】

　
今
回
は
、
お
酒
と
認
知
症
の
関
係
に

つ
い
て
の
話
で
す
。
高
齢
社
会
を
迎
え

た
日
本
で
は
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
認

知
症
は
関
心
が
強
い
で
し
ょ
う
。
結
論

か
ら
言
う
と
、
お
酒
は
脳
の
老
化
を
促

進
さ
せ
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の

人
は
、
脳
の
萎
縮
が
30
代
か
ら
始
ま
る

場
合
も
あ
り
、
脳
の
老
化
が
20
～
30
年

早
ま
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。つ
ま
り
、

実
年
齢
は
50
歳
な
の
に
、
脳
の
年
齢
は

70
～
80
歳
相
当
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
で

は
、
い
つ
認
知
症
に
な
っ
て
も
不
思
議

は
あ
り
ま
せ
ん
。
依
存
症
と
ま
で
は
い

か
ず
と
も
、
飲
酒
習
慣
が
あ
る
人
は
、

そ
う
で
な
い
人
に
比
べ
て
、
脳
出
血
、

脳
梗
塞
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

（
肥
前
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
・
武
藤 

岳
夫
医
師
）

頭の MRI 画像です。右側の画像の方が中
央の黒い範囲（脳の隙間）が広いことが
分かります。アルコール依存症になると
脳が萎縮する（縮む）ということです。

30 歳男性
アルコール依存症

32 歳男性
通常飲酒
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こ
ん
に
ち
は
！

北
広
島
町
地
域
包ほ
う
か
つ括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。
問 保健課　
地域介護係
IP☎１８５３

お
げ
ん
き
カ
ル
タ

今
月
の
一
枚

笑
顔
で
食
事
を
取
る
と
、
よ
り
お

い
し
く
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
栄
養

の
吸
収
も
よ
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

講
演
会
の
お
知
ら
せ

み
ん
な
で
向
き
合
う
認
知
症

　
～
か
か
わ
り
方
を
中
心
に
～

日
時　

10
月
25
日
（
木
）

　
　
　
午
後
2
時
～
3
時
30
分

会
場　
ゆ
り
か
ご
荘
ホ
ー
ル

　
　
　
北
広
島
町
阿
坂
４
６
０
０

講
師　
千
代
田
病
院　
副
院
長

　
　
　
瀬せ
が
わ川 

昌ま
さ
ひ
ろ弘 

医
師

※
参
加
費　
無
料

講
演
会
終
了
後
、
医
師
、
認
知
症
地

域
支
援
推
進
員
に
よ
る
個
別
相
談
会
を

実
施
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

相
談
時
間　
午
後
3
時
30
分
～
4
時

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、「
見

守
り
配
食
サ
ー
ビ
ス
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
事
業
は
、
定
期
的
に
お
弁
当

や
お
か
ず
の
配
達
を
行
っ
て
い
る
町
内

の
事
業
所
の
方
が
、
利
用
者
の
方
へ
、

声
か
け
な
ど
の
安
否
確
認
を
す
る
も
の

で
す
。

い
つ
も
と
様
子
が
違
う
な
ど
心
配
の

あ
る
と
き
は
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
が

入
り
、
早
め
の
対
応
に
つ
な
げ
ま
す
。

担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
通
し
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　
要
介
護
１
～
５
認
定
者

　
要
支
援
１・２
認
定
者

　
総
合
事
業
対
象
者

　

 

う
ち
、
独
居
で
あ
る
な
ど
見
守
り
が

必
要
な
方

費
用　
見
守
り
料
金
は
無
料

　
　
　
※
お
弁
当
代
は
全
額
自
己
負
担

　
見
守
り
配
食
サ
ー
ビ
ス
を

　
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
高
齢
者
の
低
栄
養

見
守
り
配
食
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者

・
あ
け
ぼ
の
配
食
サ
ー
ビ
ス

・
㈲
食
鮮
館
い
と
う

・
千
代
田
仕
出
し
セ
ン
タ
ー

・
つ
し
み
マ
ザ
ー
ズ

・
山
手
商
店

※ 
配
達
地
域
、
配
達
可
能
日
は
保
健
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
低
栄
養
」
と
は
、
食
事
か
ら
摂
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
た
ん
ぱ
く
質
が
欠
乏

し
、
健
康
な
体
を
維
持
す
る
た
め
に
必

要
な
栄
養
素
が
足
り
な
い
状
態
を
い
い

ま
す
。
高
齢
に
な
る
と
、
小
食
や
食
事

の
偏
り
、
消
化
機
能
が
落
ち
る
こ
と
な

ど
で
、
栄
養
や
水
分
を
十
分
に
摂
れ
な

く
な
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
低
栄
養
に

注
意
が
必
要
で
す
。

低
栄
養
に
な
る
と
、
気
力
が
な
く
な

る
、
免
疫
力
・
体
力
の
低
下
、
病
気
に

か
か
り
や
す
い
、
筋
肉
量
・
骨
量
の
減

少
、
認
知
機
能
の
低
下
な
ど
が
起
こ
り

や
す
く
な
り
ま
す
。

低
栄
養
を
予
防
す
る
た
め
に
、
次
の

10
の
食
品
を
毎
日
の
食
事
に
意
識
し
て

取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

摂りたい10 品目
肉類

魚介類
卵類

牛乳・乳製品
大豆製品

緑黄色野菜
海藻類

くだもの
いも類

油を使った料理
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地域おこし協力隊通信
　
コ
ッ
コ
焼
き
販
売
（
芸
北
）

７
月
末
の
芸
北
神
楽
共
演
大
会
と
同

時
開
催
さ
れ
た「
き
た
ひ
ろ
マ
ル
シ
ェ
」

で
、
芸
北
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ひ
ょ
う
た

ん
細
工
と
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
の
販
売
、
そ

し
て
コ
ッ
コ
焼
き
の
販
売
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で
は
２
回
目
と
な

る
コ
ッ
コ
焼
き
の
出
店
販
売
。
町
内
産

の
牛
乳
、
ほ
う
れ
ん
草
、
ト
マ
ト
、
卵

を
入
れ
、
今
回
は
チ
ー
ズ
の
種
類
や
工

程
を
少
し
改
善
し
ま
し
た
。
今
回
は
マ

ル
シ
ェ
の
紹
介
の
一
部
で
、
き
た
ひ
ろ

ネ
ッ
ト
で
も
事
前
に
Ｐ
Ｒ
す
る
機
会
を

い
た
だ
き
、
各
方
面
か
ら
放
送
を
見
た

と
お
声
が
け
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
、

気
が
引
き
締
ま
り
ま
し
た
。

台
風
が
近
づ
く
中
、
迎
え
た
当
日
。

時
折
強
い
風

も
吹
き
、
１

人
で
の
販
売

と
、
ま
ば
ら

な
お
客
さ
ん

の
入
り
に
幾

度
か
不
安
も

よ
ぎ
り
ま
し

　
北
広
島
町
を
世
界
へ
（
千
代
田
）

　
高
速
バ
ス
で
広
島
市
内
中
心
部
か
ら

北
広
島
町（
千
代
田
）へ
来
て
も
ら
い
、

神
楽
や
散
策
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め

の
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

バ
ス
の
乗
り
方
や
北
広
島
町
の
紹

介
、
神
楽
の
簡
単
な
説
明
の
ほ
か
、
主

な
演
目
の
あ
ら
す
じ
を
掲
載
し
て
お

り
、
自
家
用
車
以
外
で
の
来
訪
を
想
定

し
て
徒
歩
圏
内
の
散
策
マ
ッ
プ
と
、
日

本
語
・
英
語
対
訳
の
「
指
さ
し
会
話
シ

ー
ト
」
も
作
り
ま
し
た
（
サ
イ
ト
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
け
ま
す
）。

　
６
月
末
に
は
、
サ
イ
ト
を
見
た
イ
ギ

リ
ス
の
興
行
会
社
か
ら
神
楽
公
演
に
つ

い
て
の
問
い
合
わ
せ
が
入
る
な
ど
リ
ア

ク
シ
ョ
ン
も
あ
り
、
想
定
を
超
え
る
広

が
り
に
少
し
驚
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
は
町
内
の
有
志
が
集
ま

っ
て
結
成
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日

外
国
人
旅
行
者
の
誘
致
）
対
策
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
も
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
秋
に
開
催
予
定
の
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
の
企
画
に
つ
い
て
会
議
を
重
ね

て
い
ま
す
。

　
外
国
語
は
得
意
分
野
の
１
つ
。
２
年

コロンと焼けるよう
修業中です

半
前
の
着
任
以
来
、
情
報
発
信
を
主
な

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
試
行
錯
誤
を
繰
り

返
し
て
き
た
中
、
こ
う
し
た
活
動
で
よ

う
や
く
１
つ
の
方
向
性
が
見
え
て
き
た

と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
一
身
上

の
都
合
に
よ
り
７
月
末
を
も
ち
ま
し
て

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
退
任
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
非
常
に

残
念
で
は
あ
り
ま
す
が
、
活
動
を
通
し

て
恵
ま
れ
ま
し
た
土
地
や
人
と
の
ご
縁

を
大
切
に
、
こ
れ
か
ら
も
北
広
島
町
や

千
代
田
と
の
つ
な
が
り
を
切
ら
さ
ず
に

い
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

任
期
中
は
た
く
さ
ん
の
励
ま
し
や
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
後
も
、
ど
こ
か
で
お
目

に
か
か
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。　
　
　

  （
千
代
田　
澤さ
わ
だ田 

真ま
ゆ
み弓
）

https://kagurainkitahiro.jimdofree.com/

た
。
し
か
し
、
他
の
出
店
者
の
皆
さ
ん

と
の
交
流
や
「
テ
レ
ビ
で
見
た
と
き
か

ら
ず
っ
と
食
べ
た
が
っ
て
」
と
来
て
く

れ
た
親
子
の
方
な
ど
、
天
候
と
は
裏
腹

に
穏
や
か
な
出
会
い
に
恵
ま
れ
た
ひ
と

と
き
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

今
回
の
コ
ッ
コ
焼
き
の
売
上
は
、
７

月
に
起
き
た
西
日
本
豪
雨
災
害
の
義
援

金
と
し
て
、
全
額
を
寄
付
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ほ
ん
の
少
し
だ
と
し
て

も
、
自
分
に
で
き
る
行
動
を
起
こ
そ
う

と
、
今
回
の
判
断
に
至
り
ま
し
た
。

コ
ッ
コ
焼
き
を
食
べ
て
く
だ
さ
っ
た

皆
さ
ん
、
準
備
か
ら
片
付
け
ま
で
手
厚

い
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
商
工

会
青
年
部
芸
北
支
部
の
皆
さ
ん
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

（
芸
北　
山や
ま
ぐ
ち口 

実み
さ
き咲
）

ザ・芸北コーナーとして出店しました
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防
災
最
前
線

北広島町消防本部
IP050-5812-1119
火災情報
IP050-5812-8119

 

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
大
切
な
命
を
守
り
ま
し
ょ
う

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
定
期
的
に
作
動
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う

お
祭
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
時
の
火
災
予
防

秋
祭
り
な
ど
不
特
定
多
数
の
方
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト

で
火
気
器
具
な
ど
（
コ
ン
ロ
・
発
電
機
・
七
輪
な
ど
）

を
使
用
す
る
場
合
、
火
気
器
具
を
使
用
す
る
露
店
ご
と

に
「
消
火
器
の
設
置
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

イ
ベ
ン
ト
の
主
催
者
ま
た
は
露
店
な
ど
の
開
設
者
は
、

消
防
署
へ「
露
店
等
の
開
設
届
出
」を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
書
に
は
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
の
位
置
が
分
か
る
地

図
な
ど
の
図
面
及
び
消
火
器
、
火
気
器
具
及
び
露
店
な

ど
の
配
置
が
分
か
る
図
面
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
届

出
書
は
、
北
広
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
時
に
は
特
に
次
の
こ
と
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

【
火
気
器
具
の
設
置
】

不
燃
材
で
で
き
た
台
に
火
気

器
具
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

【
段
ボ
ー
ル
な
ど
の
可
燃
物
】

　
火
気
の
近
く
に
可
燃
物
を
置

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
ガ
ス
ボ
ン
ベ
】

鎖
な
ど
で
固
定
を
行
い
、
転
倒
防
止
に
努
め
る
と
と

も
に
、劣
化
し
た
ホ
ー
ス
な
ど
は
取
り
換
え
ま
し
ょ
う
。

危
険
物
の
取
り
扱
い
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
●
ガ
ソ
リ
ン
の
特
性

　
・
引
火
点
が
マ
イ
ナ
ス
40
℃
と
極
め
て
低
い

　
・ 

揮
発
し
や
す
く
、
そ
の
蒸
気
は
空
気
よ
り
重
い

の
で
滞
留
し
や
す
い
。

　
・ 

電
気
の
不
良
導
体
（
電
気
が
伝
わ
り
に
く
い
物

体
）で
あ
る
た
め
、静
電
気
が
蓄
積
さ
れ
や
す
い
。

　
ガ
ソ
リ
ン
は
、
火
気
や
火
花
が
な
く
て
も
人
体
に
蓄
積

さ
れ
た
静
電
気
で
火
災
に
発
展
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
の
で
、
取
り
扱
う
場
合
は
細
心
の
注
意
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
ガ
ソ
リ
ン
を
貯
蔵
す
る
場
合
に
は
、
必
ず
専

用
の
金
属
製
容
器
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
皆
さ
ん
で
火
災
予
防
に
努
め
、
来
場
者
の
方
に
と
っ

て
楽
し
い
思
い
出
と
な
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

貯蔵・取り扱い時の
留意事項

　
北
広
島
町
消
防
署
で
は
、
川
や
池
な
ど
で
の
水
難
救

助
に
対
応
す
る
た
め
に
潜
水
隊
を
配
備
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、潜
水
隊
は
隊
長
以
下
28
人
で
編
成
し
て
お
り
、

川
な
ど
で
の
レ
ジ
ャ
ー
が
盛
ん
と
な
る
夏
季
だ
け
で
な

く
、
水
温
が
低
下
す
る
冬
季
に
も
救
助
活
動
を
行
い
ま

す
。
訓
練
に
つ
い
て
も
夏
季
・
冬
季
に
関
わ
ら
ず
年
間

を
通
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
水
の
事
故
か
ら
人
命
を
守
る
た
め
に
訓

練
を
重
ね
、
水
難
救
助
能
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

北
広
島
町
消
防
署　
潜
水
隊
の
紹
介

広
島
県
消
防
学
校
プ
ー
ル

で
の
訓
練

広
島
市
消
防
航
空
隊
と
の

合
同
訓
練
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１
人
あ
た
り
の
使
用
量
の

増
加
が
見
ら
れ
、
工
場
な

ど
の
事
業
用
に
お
い
て
も

使
用
水
量
が
増
え
て
い
る

状
況
で
す
。

　
今
後
さ
ら
に
水
が
必
要

と
な
っ
た
時
、
現
在
の
施

設
能
力
で
は
対
応
で
き
な

く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
猛
暑
に
お
け

る
水
不
足
や
寒
波
に
よ
る
漏
水
な
ど
が
発
生
し
た
場

合
、
水
の
安
定
供
給
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
が
顕
著
で
す
。
旧
簡
易
水
道
地
域
で
は
、

給
水
範
囲
が
広
く
施
設
数
が
多
い
た
め
維
持
費
が
た
く

さ
ん
必
要
で
す
が
、
現
在
、
水
道
料
金
の
収
入
で
賄
え

て
い
る
費
用
は
26
％
程
度
で
、
大
き
な
赤
字
を
抱
え
て

い
る
状
態
で
す
。

　
管
路
施
設
の
法
定
耐
用
年
数
は
40
年
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
40
年
を
経
過
し
た
管
路
は
年
々
増
加
し
て
い
く

一
方
で
す
。
今
年
度
に
お
い
て
40
年
を
経
過
す
る
管
路

　
水
道
料
金
の
適
正
化
に
つ
い
て

　
水
道
事
業
は
原
則
と
し
て
市
町
村
が
運
営
す
る
も
の

と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
独
立
採
算
を
前
提
と
し
た
地
方

公
営
企
業
会
計
で
経
営
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
水
道

事
業
の
料
金
収
入
は
人
口
減
少
な
ど
に
よ
る
使
用
水
量

の
減
少
に
よ
り
、
近
年
で
は
年
々
減
少
傾
向
を
た
ど
っ

て
お
り
、
北
広
島
町
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん

な
中
、
次
世
代
に
も
安
心
・
安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
続
け
て
い
く
た
め
に
、
水
道
料
金
の
適
正
化
に
つ

い
て
検
討
し
ま
す
。

　
北
広
島
町
水
道
事
業
の
問
題
点

　
北
広
島
町
で
は
昭
和
48
年
（
旧
千
代
田
町
）
か
ら
水

道
事
業
を
開
始
し
て
お
り
、
現
在
45
年
目
を
迎
え
て
い

ま
す
。
平
成
29
年
度
か
ら
上
水
道
事
業
（
千
代
田
）
と

簡
易
水
道
事
業
（
芸
北
、
大
朝
、
豊
平
、
本
地
地
区
）

が
統
合
さ
れ
、
北
広
島
町
水
道
事
業
と
し
て
の
運
営
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　
千
代
田
地
域
に
限
っ
て
は
、
人
口
は
ほ
ぼ
横
ば
い
か

ら
微
増
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
使
用
水
量
に
つ
い
て
も

経
年
化
率
は
約
８
％
で
す
が
、
10
年
後
は
約
25
％
、
20

年
後
で
は
約
77
％
に
ま
で
跳
ね
上
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
浄
水
場
を
は
じ
め
と
す
る
施
設
の
老
朽
化
対

策
、
耐
震
化
対
策
も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

管
路
の
老
朽
化
が
進
む
と
管
の
破
損
が
起
こ
り
や
す
く

な
り
、
漏
水
や
断
水
事
故
が
起
き
る
可
能
性
も
高
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、
近
年
懸
念
さ
れ
て
い
る
大
地
震
な
ど

の
災
害
が
起
き
た
場

合
、
長
期
間
の
断
水

を
余
儀
な
く
さ
れ
て

し
ま
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
う
い
っ
た

状
況
を
少
し
で
も
防

い
で
い
く
た
め
に
、

管
路
更
新
な
ど
を
計

画
的
に
行
っ
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
将
来
に
わ

た
る
健
全
な
経
営
の
維
持
や
、
安
定
し
た
住
民
サ
ー
ビ

ス
提
供
の
た
め
、
水
道
事
業
経
営
に
つ
い
て
絶
え
ず
見

直
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

１
旧
上
水
道
事
業
に
お
け
る
水
需
要
と
供
給

３

施
設
、
水
道
管
の
老
朽
化
に
対
す
る
管
路
更

新
及
び
耐
震
化

２

旧
簡
易
水
道
事
業
に
お
け
る
人
口
減
少
に
よ

る
収
入
の
減
少
と
維
持
管
理
費
の
増
加

壬生浄水場

老朽化した水道管からの漏水

水
道
の
未
来
を
考
え
る
vol.1

問
上
下
水
道
課 

　
IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
６
１
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北
広
島
町
水
道
料
金
等
検
討
委
員
会
を

　
設
置
し
ま
し
た

　
適
正
な
水
道
料
金
な
ど
の
検
討
を
目
的
と
し
た
検
討

委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

７
月
27
日
（
金
）
に
開
催
し
た
第
１
回
の
委
員
会
で

は
、
ま
ず
委
員
長
と
副
委
員
長
を
選
出
し
、
委
員
長
に

広
島
修
道
大
学
の
山や
ま
ざ
き﨑 
敦あ
つ
と
し俊 

教
授
、
副
委
員
長
に
芸

北
地
域
振
興
会
の
長な
が
ひ
ろ葊 

修お
さ
む 
会
長
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

続
い
て
町
か
ら
水
道
事
業
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
説

明
し
た
後
、
各
委
員
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
が
あ
り
、

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
町
に
対
す
る
要
望
な
ど

も
出
さ
れ
ま
し
た
。

第 1 回検討委員会 意見・質問など
・水道施設の改修
・現在の施設能力について
・国の動向
・土師ダムからの取水について
・受益者負担　　など

ま
た
、
第
２
回
検
討
委
員
会
を
８
月
31
日
（
金
）
に

開
催
し
ま
し
た
。

検
討
内
容
に
つ
い
て
は
「
広
報
き
た
ひ
ろ
し
ま
11
月

号
」
に
掲
載
し
ま
す
。

　
10
月
は
「
浄
化
槽
月
間
」
で
す
。

浄
化
槽
を
ご
使
用
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
き
ち
ん

と
し
た
環
境
を
保
た
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

機
会
に
、
浄
化
槽
が
適
正
に
維
持
管
理
さ
れ
て
い
る

か
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

維
持
管
理
に
重
要
な
３
つ
の
項
目

次
の
３
つ
の
作
業
は
、
浄
化
槽
法
で
管
理
者
に
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
保
守
点
検

い
わ
ゆ
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
す
。
専
門
業
者
に
委

託
し
、浄
化
槽
が
正
常
に
機
能
し
て
い
る
か
の
点
検
、

装
置
の
修
理
、
消
毒
剤
の
補
給
な
ど
を
行
い
ま
す
。 

　
保
守
点
検
の
回
数
は
、
浄
化
槽
の
機
種
や
規
模
ご

と
に
決
ま
っ
て
い
て
、家
庭
用
の
浄
化
槽
で
あ
れ
ば
、

３
～
４
か
月
に
１
回
以
上
の
点
検
が
必
要
で
す
。 

②
清
掃

浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
と
、
そ
の
内
部
に
汚
泥

な
ど
が
溜
ま
り
ま
す
。
こ
の
汚
泥
な
ど
を
、
バ
キ
ュ

ー
ム
車
に
よ
り
定
期
的
に
抜
き
取
る
こ
と
で
、
浄
化

槽
か
ら
の
汚
泥
の
流
出
や
悪
臭
の
発
生
な
ど
を
防
止

し
ま
す
。 

　
清
掃
の
回
数
は
、
家
庭
用
の
浄
化
槽
で
あ
れ
ば
、

1
年
に
1
回
以
上
で
あ
る
こ
と
が
一
般
的
で
す
（
汚

泥
が
溜
ま
り
や
す
い
全
ば
っ
気
式
は
、
お
お
む
ね
6

か
月
に
1
回
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
）。

③
法
定
検
査

●
設
置
後
の
水
質
検
査
（
７
条
検
査
）

　
浄
化
槽
が
適
正
に
設
置
（
使
用
）
さ
れ
て
い
る
か

確
認
す
る
検
査
で
す
。

●
毎
年
１
回
の
定
期
検
査
（
11
条
検
査
）

　
維
持
管
理
（
保
守
点
検
及
び
清
掃
）
が
実
施
さ
れ

て
い
る
か
、
排
水
が
十
分
に
浄
化
さ
れ
て
い
る
か
を

確
認
す
る
検
査
で
す
。 

　
法
定
検
査
は
、
県
が
指
定
し
た
検
査
機
関
が
実
施

し
ま
す
。

問
法
定
検
査
機
関

【
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
検
査
】

　
10
人
槽
以
下　
５
年
に
１
回

　
11
人
槽
以
上　
毎
年

（
公
社
）
広
島
県
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
２
‐
８
４
９
‐
６
４
１
１

【
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
検
査
実
施
年
度
以
外
】

（
公
社
）
広
島
県
浄
化
槽
協
会

　
☎
０
８
２
‐
５
４
６
‐
２
１
６
８

■浄化槽くんキャラクター

 

10
月
１
日
は
「
浄
化
槽
の
日
」
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こ
ち
ら�

ネ
ウ
ボ
ラ�

き
た
ひ
ろ
し
ま

  「
て
ご
て
ご
」
で
す

北
広
島
町
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

問
福
祉
課 

子
育
て
支
援
係

　
IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
１

ネ
ウ
ボ
ラ
き
た
ひ
ろ
し
ま
で
は
、
妊

娠
・
出
産
・
子
育
て
の
不
安
解
消
を
目

的
に
ネ
ウ
ボ
ラ
面
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ネ
ウ
ボ
ラ
面
談
で
は
、
ネ
ウ
ボ
ラ
き

た
ひ
ろ
し
ま
の
「
マ
イ
保
健
師
」・
助

産
師・保
育
士
が
妊
婦
さ
ん
を
訪
問
し
、

体
調
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。ま
た
、

そ
の
際
に
赤
ち
ゃ
ん
の
お
む
つ
（
乳
児

用　
テ
ー
プ
タ
イ
プ　
Ｓ
サ
イ
ズ
82
枚

入
り
）
１
パ
ッ
ク
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
（
１
回
限
り
）。

対
象
者

　
平
成
30
年
４
月
１
日
以
降
に
母
子
健

康
手
帳
を
受
け
取
ら
れ
た
方
（
転
入
の

方
含
む
）

ネ
ウ
ボ
ラ
面
談
の
時
期

　
お
お
む
ね
妊
娠
７
か
月（
妊
娠
24
週
）

以
降
に
「
マ
イ
保
健
師
」
が
家
庭
訪
問

の
日
時
や
都
合
を
お
伺
い
し
、
ご
自
宅

に
訪
問
し
ま
す
。
家
庭
訪
問
が
難
し
い

方
は
、
ネ
ウ
ボ
ラ
き
た
ひ
ろ
し
ま
「
て

ご
て
ご
」
で
お
渡
し
し
ま
す
。

問ネ
ウ
ボ
ラ
き
た
ひ
ろ
し
ま「
て
ご
て
ご
」

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
１

保
健
課　
マ
イ
保
健
師

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
３

��

ネ
ウ
ボ
ラ
面
談
で
お
む
つ
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

�「
命
の
授
業
」
で
北
広
島
町
内
の

　
中
学
校
を
訪
問

ネ
ウ
ボ
ラ
き
た
ひ
ろ
し
ま
で
は
、
中

学
３
年
生
を
対
象
に
命
の
大
切
さ
や
子

育
て
の
喜
び
を
実
感
し
て
も
ら
う
た
め

に
「
命
の
授
業
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
実
際
に
子
育
て
中
の
お
母
さ

ん
に
来
て
い
た
だ
き
、
妊
娠
・
出
産
・

子
育
て
の
体
験
談
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

写
真
は
7
月
13
日
（
金
）
に
豊
平
中

学
校
、
７
月
17
日
（
火
）
に
芸
北
中
学

校
へ
訪
問
し
た
時
の
様
子
で
す
。
他
の

３
校
は
10
月
に
千
代
田
中
学
校
、
11
月

に
新
庄
中
学
校
と
大
朝
中
学
校
で
開
催

し
ま
す
。

ネ
ウ
ボ
ラ
と
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語

で　

ネ
ウ
ボ
＝
ア
ド
バ
イ
ス　

ラ
＝
場

所
を
意
味
す
る
言
葉
で
す
。

　

誰
も
が
安
心
し
て
妊
娠
、
出
産
、
子

育
て
に
臨
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

保
健
師
・
助
産
師
・
保
育
士
な
ど
の
専

門
職
が
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
、

い
つ
で
も
気
軽
に
電
話
や
来
所
に
よ
る

相
談
を
受
け
、
自
宅
訪
問
な
ど
に
よ
る

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、
継
続
的
な
支
援

を
行
う
仕
組
み
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

豊平中学校
（７月 13日）

芸北中学校
（７月 17日）

　
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
の
話
を

　
聞
い
た
生
徒
の
感
想

　
「
母
親
は
、
出
産
を
迎
え
る
ま
で
赤

ち
ゃ
ん
が
元
気
に
生
ま
れ
る
か
不
安
な

気
持
ち
も
あ
る
け
ど
、
自
分
の
大
切
な

子
と
出
会
う
う
れ
し
さ
が
あ
る
か
ら
頑

張
れ
る
と
い
う
こ
と
が
話
を
聞
い
て
分

か
っ
た
。」

　
「
今
日
聞
い
た
こ
と
を
参
考
に
し
て
、

将
来
、
父
親
、
母
親
に
な
る
準
備
と
し

て
、
体
調
管
理
を
し
て
い
き
た
い
。」
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子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　
（
希
望
す
る
方
が
受
け
る
任
意
接
種
）

対
象
者

生
後
６
か
月
か
ら
小
学
校
６
年
生
ま

で
の
子
ど
も
（
平
成
18
年
４
月
２
日

～
平
成
30
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）

接
種
医
療
機
関

町
内
及
び
近
隣
の
指
定
医
療
機
関

接
種
費
用（
保
護
者
の
負
担
額
）

１
人
１
回
１
千
円
（
２
回
ま
で
）

助
成
対
象
期
間

平
成
30
年
10
月
１
日
か
ら

平
成
31
年
1
月
31
日
ま
で

＊
指
定
医
療
機
関
以
外
で
接
種
さ
れ
た

場
合
は
、
払
い
戻
し
の
手
続
き
が
可

能
で
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

（
予
防
接
種
法
に
よ
る
定
期
接
種
）

対
象
者

　
65
歳
以
上
の
方
（
昭
和
28
年
12
月
31

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
）、
及
び
60
歳

以
上
65
歳
未
満
で
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸

器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
が
い
を

有
す
る
身
体
障
害
者
１
級
の
方

接
種
医
療
機
関

　
広
島
県
広
域
化
予
防
接
種
事
業
に
加

入
し
て
い
る
医
療
機
関

接
種
費
用（
接
種
対
象
者
の
負
担
額
）

１
人
１
回
１
千
円

助
成
対
象
期
間

平
成
30
年
10
月
１
日
か
ら

平
成
31
年
１
月
31
日
ま
で

＊
医
療
機
関
に
よ
り
開
始
予
定
日
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
個
別
通
知
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

子ども・高齢者の方の
インフルエンザ予防接種費用
の一部を助成します

対象者には、あらかじめ接種券と予診票、
説明書を郵送します。
問保健課 健康増進係
　IP ☎０５０－５８１２－１８５３

10
月
１
日
か
ら
公
共
交
通
の
再
編
に
関
す
る

取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
す

公
共
交
通

シ
リ
ー
ズ

10
月
１
日
か
ら
、
安
心
で
便
利
な
生

活
を
支
え
、
元
気
な
地
域
を
つ
く
る
公

共
交
通
体
系
の
実
現
を
目
指
し
、
公
共

交
通
の
再
編
に
関
す
る
取
り
組
み
が
始

ま
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
北
広
島
町
地
域
公
共
交
通

網
形
成
計
画
（
Ｈ
28
年
度
）、
北
広
島

町
地
域
公
共
交
通
再
編
計
画
（
Ｈ
29
年

度
）
に
基
づ
き
、実
施
す
る
も
の
で
す
。

【
取
り
組
み
の
内
容
】

■
路
線
の
再
編

○
旧
町
間
を
結
ぶ
町
内
幹
線

→ 

児
童
・
生
徒
の
通
学
手
段
を
確
保
し

た
う
え
で
、
通
院
・
買
い
物
の
利
便

性
も
確
保
し
た
運
行
と
す
る
た
め
、

運
行
ダ
イ
ヤ
を
一
部
、見
直
し
ま
す
。

○
旧
町
内
を
走
る
路
線

→ 

路
線
バ
ス
は
主
に
通
学
便
と
し
て
位

置
づ
け
、
土
日
祝
や
学
校
の
長
期
休

暇
中
は
運
行
し
な
い
こ
と
と
し
ま
す

（
※
部
活
動
な
ど
で
利
用
が
見
込
ま

れ
る
路
線
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
運

行
）。

→ 

ホ
ー
プ
タ
ク
シ
ー
は
主
に
高
齢
者
な

ど
の
通
院
・
買
い
物
な
ど
の
移
動
手

段
と
し
て
位
置
づ
け
、
よ
り
利
便
性

を
高
め
る
た
め
、
運
行
区
域
の
一
部

拡
大
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
芸
北
地

域
は
タ
ク
シ
ー
会
社
が
な
く
、日
曜・

祝
日
に
は
公
共
交
通
に
よ
る
移
動
手

段
が
ほ
と
ん
ど
な
い
状
況
と
な
っ
て

お
り
、
そ
の
解
消
の
た
め
、
ホ
ー
プ

タ
ク
シ
ー
の
日
曜
・
祝
日
運
行
を
開

始
し
ま
す
。

■
乗
り
継
ぎ
拠
点
の
整
備

幹
線
と
支
線
・
ホ
ー
プ
タ
ク
シ
ー
の

乗
り
継
ぎ
拠
点
と
な
る
施
設
に
、
バ
ス

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
＊
に
よ
り
運

行
情
報
を
掲
示
す
る
設
備
を
設
け
、
あ

わ
せ
て
待
合
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

■
わ
か
り
や
す
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　
地
域
ご
と
に
必
要
な
情
報
を
わ
か
り

や
す
く
ま
と
め
た
公
共
交
通
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
各
家
庭
に
配
布
し
ま
す
。

■
利
用
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み

　

地
元
の
店
舗
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

公
共
交
通
で
来
店
さ
れ
た
場
合
の
特
典

を
設
定
し
、
利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

※ 

詳
細
は
、
別
途
チ
ラ
シ
を
各
家
庭
に

配
布
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
企
画
課 

定
住
推
進
係

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
６

＊�このシステムにより、スマートフォンでも
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恒例のビンゴ大会 ブース受付 高校生ボランティア、社会教育委員、
ママたちによる食品バザー

　今年で４回目となる「きたひろファミリー
フェスタ」を、７月22日（日）、千代田中央公
民館で開催しました。北広島町の子育て世代の
方々への情報発信（健康・環境・ネウボラ・オ
リンピックなど）や、子育てを楽しむこと、Ｕ
ＪＩターンのきっかけにしてもらうことなどを
目的に、実行委員会では町内の子育てママを中
心にさまざまなアイデアを出し合いました。

技術を持つ町内の子育てママたちがブースを
担当し、似顔絵、耳つぼエステ、絵手紙、レジ

きたひろファミリーフェスタ 2018
ンアクセサリー、お茶席、デコパージュ、Ｘジ
ャイロ（空き缶）飛ばしなど盛りだくさんの内
容で、町内外の家族連れが参加し、暑い夏の１
日を家族で楽しく過ごされました。
　また、社会教育委員や児童クラブの先生方、
高校生ボランティアの協力もあり、遊びの広場、
ビンゴ大会、舞太郎スタンプラリーなど、今回
は、子どもたちだけでなく祖父母世代の方々の
参加も多くみられ、公民館の内外で幅広い世代
の皆さんがいろいろな活動を楽しみました。

　7 月 21 日（土）～ 9 月 30 日（日）、芸北民
俗芸能保存伝承館では、夏休みミニ展示「染め
のいろいろ」と題して国指定重要有形民俗文化
財を含む草木染めコレクションを展示していま
す。今回の展示では、前半（7 月 21 日～ 8 月
9 日）は「自然の色」、後半（8 月 10 日～ 9
月 30 日）は「模様の工夫」をテーマに、多彩
な草木染め技術をご覧いただけるような資料を

選びました。
　「草

く さ き
木染

ぞ
め五

ご し き
色染

ぞめ
鳳
ほうおう

凰二
に わ

羽」は、図案の上に
糊を塗り、藍で染め、白く残った部分に手作業
で彩色を施したものです。鳳凰の翼や桐の花の
細部まで、精密に描かれています。当時の人々
が生活の中でさまざまに工夫し、気の遠くなる
ような手作業の末に作り上げた衣服や布が、北
広島町では今でも大切に保存されています。

芸北民俗芸能保存伝承館
夏休みミニ展示「染めのいろいろ」を開催

展示風景 五色染鳳凰二羽（全体） 五色染鳳凰二羽（拡大）

16Public Relations Kitahiroshima
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◀完成したトーテムポール

▲�除幕式には地域の方が集
まりました

８月５日（日）、筏津芸術村の入口にトーテ
ムポールが設置され、除幕式が行われました。
このトーテムポールは神楽がモチーフで、広島
市立大学芸術学部の学生が制作。筏津集落に生
えていた大きな栗の木が使われ、地元の子ども
たちが色塗りに加わりました。また、横には同
じく筏津の栗の木を使って町内で作られた看板
も設置されました。角度によって大きく雰囲気
の変わる、迫力ある作品をぜひ見にお越しくだ
さい。

筏津芸術村 トーテムポール除幕式

「少年の主張」・中学生話し方大会 2018
北広島町大会兼広島県大会予選会

　8 月 11 日（土・祝）、北広島町、安芸太田
町をゲストライダーの今

いまなか
中 大

だいすけ
介氏と走るサイ

クルイベントが開催されました。約 100 人の
サイクリストが、道の駅豊平どんぐり村をス
タート＆ゴールとする 64㎞のコースを走行し、
山県郡の景観やエイドステーション（休憩所）
で提供されたあまごの塩焼き、そばなどの特産
品を楽しみました。参加者からは「地元のおい
しいものが食べられて良かった」「来年も参加
したい」などの声があがりました。

Fun Ride 2018
in やまがたサイクルランド

北広島町長賞 北広島町議会議長賞

北広島町教育委員会
教育長賞

青少年育成推進協議会
会長賞

敢闘賞敢闘賞

芸北中学校 ３年
　小

お だ
田 梨

り せ
世さん

大朝中学校 ３年
　北

きたやま
山 さくらさん

千代田中学校 ２年
　木

き む ら
村 琴

こ と み
美さん

芸北中学校 ２年
　中

なかつか
束 和

の ど か
花さん

芸北中学校 ３年
　森

も り お
尾 怜

れ い
衣さん

豊平中学校 ３年
　甲

か い
斐 さくらさん

　７月 31 日（火）、千代田中央公民館で、町内中
学生による「少年の主張」北広島町大会が行われま
した。ことばの教育の推進、表現力などの育成を目
的としたもので、13 人の生徒が、家族や故郷、平
和、ボランティア活動をとおして学んだことなどを
テーマに発表。入賞した生徒のうち、芸北中の小田
さん、千代田中の木村さん、豊平中の甲斐さんが 9
月に開催される県大会への出場権を手にしました。

17 Public Relations Kitahiroshima
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北広島観光プロモーション事業
　北広島観光プロモーション実行委員会（事務局：商工観光課）は、北広島町の知名度やブランド
力の向上、交流人口の拡大によって地域経済を活性化させるため、「キタに恋♡来い　北広島」を
キャッチフレーズに観光プロモーション活動を行っています。

今年度は町外PRキャラバン11か所を予定しています。イベントなどのPRを希望される団体の方、
「きたひろ Drive」へ掲載を希望される町内の飲食店の方は、商工観光課へお問い合わせください。

パンフレットの発行 観光 PR キャラバンの実施

町内の観光施設
や飲食店を掲載
した「きたひろ
Drive」

北広島町の特徴を
紹介した「北広島
のワケワカル」

７月 22 日に行
われた広島東洋
カープわがまち
魅力発信隊での
様子

応援・投票お願いします
北広島町のイメージキャラクター「花田舞太郎」が

「ゆるキャラ R グランプリ 2018」にエントリー中！
投票期間　平成 30 年 11 月 9 日（金）午後 6 時まで

投票はこちらから

問商工観光課 観光振興係　IP ☎０５０－５８１２－８０８０

平成 30 年度
まちづくり懇談会開催

平成 30 年度のまちづくり懇談会を開催します。
まちづくり懇談会では、主要施策などの事業説明の

ほか、新たな取り組みとして、「地域を担うひとづくり」
をテーマに、グループ形式での自由な意見交換を行い
ます。皆さんの意見をお聞かせください。今年度の開
催日程は次のとおりです。

開催日 10 月 11 日（木） 10 月 12 日（金） 10 月 15 日（月） 10 月 23 日（火）

会場 芸北地域
芸北文化ホール

豊平地域
豊平中央公民館

大朝地域
大朝保健センター

千代田地域
北広島町役場本庁

時間 いずれも午後 7 時開始、午後 8 時 30 分終了予定

開催日程（予定）

問企画課 政策立案室　IP ☎０５０－５８１２－１８５６

18Public Relations Kitahiroshima
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電気さくの正しい設置方法と講習会のお知らせ

電気さくの設置ポイント

・電気さく用電源装置の使用・漏電遮断器の設置
・開閉器（スイッチ）の設置・危険である旨の表示

電気さくの設置講習会の開催
電気さくの設置講習及び実習を行います（要申込）。
　日時　9 月 27 日（木）　午後１時 30 分から
　場所　川戸地区（くわしくは申し込み時にお知らせします）

問農林課 林業振興係　IP ☎０５０－５８１２－１８５７

経済産業省作成「電気さくの正しい設置方法」引用

広島県立身体障害者更生相談所による、義肢や装具、車椅子等の補装具費の支給申請
の際に必要な相談（判定）会が下記のとおり実施されます。相談（判定）会を受けるに
は、事前の申し込みが必要です。
　開催日時　10 月 24 日（水）午前 10 時 30 分から（受付開始 10 時）
　会 場　北広島町役場本庁　２階会議室
　対 象 者　身体障害者手帳をお持ちの方で、肢体不自由の障がいがある方
　申込締切　10 月 12 日（金）
　申 込 先　役場福祉課または各支所住民係

　障がいを知り、共に生きる
補装具費の支給申請に必要な判定会の実施について

問福祉課 地域福祉係　IP ☎０５０－５８１２－１８５１

障がいについて理解を深めるための講演会
　「ちょっと気になる子どもの関わり方について」第２弾
　～すぐにできる、簡単にできる支援の方法～

「勉強しない、落ち着きがない、人の話を聞かない、こだわりが強い、友達と遊ばない、
空気が読めない、すぐにかんしゃくを起こす・・・」などの幼児期、学童期、成人期の
子どもや大人との関わりにくさを実感されている保護者や保育・学校関係者、また福祉
関係者の方などに対し、具体的な関わり方などについてお話をしていただきます。
　昨年度は「とてもわかりやすかった！」と大好評でした。事前の申し込みは不要です
ので、前回参加されなかった方もぜひご来場ください。
　開催日時　10 月 27 日（土）午前 10 時から
　会 場　大朝保健センター
　講 師　竹内発達支援コーポレーション　代表　竹

たけうち
内 吉

よしかず
和さん
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お
知
ら
せ
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く
は

文
末
に
記
載
さ
れ
て
い
る
問
い
合
わ
せ

先
問
へ
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

IP
電
話
番
号
は
下
４
桁
の
み
を
記
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
電
話
を
掛
け
る
際
は

０
５
０
‐
５
８
１
２
の
後
に
、
４
桁
の

番
号
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。　

　

…
問
い
合
わ
せ
先

問

　
 

10
月
・
11
月
は「
麻
薬
・
覚
せ
い
剤

乱
用
防
止
運
動
月
間
」で
す

麻
薬
や
覚
せ
い
剤
、大
麻
、シ
ン
ナ
ー
、

危
険
ド
ラ
ッ
グ
の
乱
用
は
、
乱
用
者
個

人
の
心
と
体
を
む
し
ば
む
ば
か
り
で
な

く
、犯
罪
や
事
件
、事
故
を
引
き
起
こ
し
、

社
会
に
も
大
き
な
不
安
を
与
え
ま
す
。

麻
薬
や
覚
せ
い
剤
の
乱
用
を
防
止
す

る
た
め
に
大
切
な
こ
と
は
、
①
薬
物
乱

用
の
危
険
性
は
身
近
に
あ
り
、
自
分
に

は
関
係
な
い
と
思
わ
な
い
こ
と
、
②
誘

わ
れ
て
も
「
ダ
メ
。
絶
対
。」
と
断
る

勇
気
を
持
つ
こ
と
、
③
１
人
で
悩
ま
な

い
で
友
人
や
家
族
に
何
で
も
相
談
す
る

こ
と
で
す
。

み
ん
な
で
、
麻
薬
、
覚
せ
い
剤
、
危

　
看
護
職
員
復
職
支
援
研
修

　
受
講
生
募
集

看
護
職
の
再
就
業
へ
の
不
安
を
軽
減

す
る
た
め
に
、
病
院
で
の
実
践
研
修
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
研
修
は
広
島
県

が
委
託
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象　
医
療
機
関
へ
の
再
就
業
を
希
望

す
る
未
就
業
の
助
産
師
・
看
護
師
・
准

看
護
師
の
有
資
格
者

申
込
期
間　

　
平
成
31
年
３
月
ま
で
（
随
時
）

研
修
場
所　

　

 

県
内
の
研
修
協
力
病
院
及
び
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

研
修
コ
ー
ス

　
看
護
コ
ー
ス
、
助
産
コ
ー
ス
、

　
無
料
調
停
相
談
会
の
開
催

　
広
島
民
事
調
停
協
会
な
ど
の
主
催
に

よ
り
、
無
料
調
停
相
談
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
調
停
制
度
は
身
近
な
紛
争
の
解

決
手
段
の
１
つ
で
す
。
お
金
の
貸
し
借

り
や
売
買
代
金
の
支
払
い
な
ど
、
民
事

上
の
金
銭
や
物
に
ま
つ
わ
る
各
種
ト
ラ

ブ
ル
、
遺
産
分
割
な
ど
の
家
庭
内
の
ト

ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
相
談
を
受
け
付
け

ま
す
。

日
時　

10
月
19
日
（
金
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
予
約
不
要

会
場　
広
島
バ
ス
セ
ン
タ
ー
８
階

　
　
　
「
ア
ク
ア
ホ
ー
ル
」

　
　
　
広
島
市
中
区
基
町
６
‐
27

相
談
担
当
者

　
民
事
調
停
委
員
、
家
事
調
停
委
員

問
広
島
簡
易
裁
判
所 

庶
務
課

　
☎
０
８
２
‐
５
０
２
‐
１
３
８
９

　
 

空
き
家
問
題
１
１
０
番（
無
料
電
話

相
談
会
）の
開
催

　

広
島
司
法
書
士
会
の
主
催
に
よ
り
、

空
き
家
問
題
に
関
す
る
無
料
電
話
相
談

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時　

10
月
14
日（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

険
ド
ラ
ッ
グ
な
ど
の
乱
用
を
根
絶
し
ま

し
ょ
う
。

問
保
健
課
健
康
増
進
係
IP
☎
１
８
５
３

　
訪
問
看
護
コ
ー
ス

主
な
研
修
内
容　
看
護
記
録
、
医
療
機

器
の
取
り
扱
い
、
看
護
技
術
な
ど

研
修
費　
無
料
（
交
通
費
・
傷
害
保
険

料
は
実
費
）

問
広
島
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
２
‐
２
９
３
‐
９
７
８
６

　
弁
護
士
無
料
法
律
相
談
室
の
開
催

　

交
通
事
故
、
財
産
、
登
記
、
相
続
、

家
庭
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
弁
護
士

が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
事
前
予

約
は
不
要
で
、
当
日
の
受
付
順
で
す
。

相
談
内
容
が
裁
判
所
で
係
争
中
の
案
件

で
あ
る
場
合
は
、
相
談
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

日
時　

９
月
27
日
（
木
）

　
　
　

 

受
付 

午
前
９
時
30
分
～
午
後

３
時（
開
始
は
午
前
10
時
か
ら
）

会
場　
広
島
弁
護
士
会
館

　
　
　
広
島
市
中
区
上
八
丁
堀
２
‐
73

問
広
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■自衛官募集のお知らせ
募集種目 応募資格 受付期間 試験日

自衛官候補生 18 歳以上 27 歳未満 12 月 14 日まで 12 月 16 日
高等工科学校

（推薦）
中卒（見込み含）
17 歳未満の男子

11 月 1 日～
11 月 30 日 平成 31 年 1 月 5 日～ 7 日の指定日

高等工科学校
（一般）

中卒（見込み含）
17 歳未満の男子 平成 30 年 11 月 1 日～

平成 31 年１月 7 日

1 次試験：平成 31 年１月 19 日
2 次試験：  平成 31 年 2 月 1 日～ 4 日の指定日

貸費学生 大学生 26 歳未満、
大学院生 28 歳未満 平成 31 年１月 26 日

　問自衛隊可部募集案内所　☎０８２－８１５－３９８０

「今年のハロウィンジャンボは、
 １等・前後賞合わせて５億円！」
　１等 ３億円　前後賞 各１億円

「同時発売のハロウィンジャンボミニは、
 １等・前後賞合わせて 5,000 万円！」
　１等 3,000 万円　前後賞 各 1,000 万円

発売期間　10 月 1 日（月）～ 10 月 23 日（火）
価　　格　各１枚 300 円
抽せん日　10 月 30 日（火）

この宝くじの収益金は市町の明るいまちづく
りや環境対策、高齢化対策など地域住民の福
祉向上のために使われます。

ハロウィンジャンボ宝くじ発売

ごみステーションの利用について　お願い
　ごみステーションは地域の管理
のもと、皆さんに共同で利用して
いただいています。ごみステーシ
ョンの掃除をする、ごみ袋に名前
を書くなど、ルールを決めて衛生
的に使用していただくようお願い
します。
　正しく分別していないと、収集
されません。放っておくと、野生動物に荒らされたり、虫が発生したり、悪臭を放ち、大変不
衛生です。気持ちよく生活できるよう、皆さんで協力し合いましょう。

収集されていない！

警告シールが
貼ってあります

こんなときは？ きちんと分別しよう！

　収集できないごみには、「警告シール」が貼ってあ
ります。収集できない理由を確認し、正しく分別して
出し直してください。ごみの分別の方法や、ごみ収集
カレンダーは、町ホームページをご覧ください。

検索北広島町　ごみ

問町民課 環境管理係　IP ☎０５０－５８１２－１８５４

分別ができていない

汚れている

野生動物やカラスが
つついて、

散らかってる！
汚い、臭い！

21 Public Relations Kitahiroshima
  2018.10



看護師・准看護師
（医）社団せがわ会 千代田病院
（医）社団慶寿会 千代田中央病院
（医）社団もみの木会 大朝ふるさと病院
特別養護老人ホーム やすらぎ
北広島町豊平病院

（医）明和会 北広島病院
看護助手

（医）社団せがわ会 千代田病院
（医）社団慶寿会 千代田中央病院

歯科衛生士
（医）共愛会 みやけ歯科医院

受付及び歯科助手
（医）共愛会 みやけ歯科医院

介護職・介護支援専門員など
特別養護老人ホーム やすらぎ

（医）社団慶寿会 千代田中央病院
特別養護老人ホーム 正寿園
老人保健施設あけぼの
特別養護老人ホーム ゆりかご荘

小売店販売員など
Life shop かわすみ
ａｕショップ　北広島店

事務員など
（株）大田鋳造所 千代田事業所

総務業務の管理職
広島イーグル（株）

安全衛生管理
広島イーグル（株）

旅行カウンター業務
たびーと ホープバス協同組合

営業事務
福山通運（株） 広島北支店

営業・販売
テクノレイク（株）

（有）あすなろ
喜楽鉱業（株）広島総合工場
たびーと ホープバス協同組合
土木建築作業員・設備作業員など

（株）竹下建設
（株）広栄建設産業
（株）森下電設工業
（株）坂本工業
（株）トエル
三次電工（株） 北広島出張所

（有）千代田電機サービスセンター
（有）ビーエム
（有）ダイケン
豊平建設（株）

（有）日高工務店
桑本建材（株）

（株）服部組
現場オペレーター

（株）下岡タイヤ産業
調理人

広島北ホテル
接客業務など

広島北ホテル
食品製造など

丸二（株）
広島協同乳業（株）

製造作業員（工場作業など）
（株）大田鋳造所 千代田事業所
テクノレイク（株）

製造作業員（工場作業など）
オオアサ電子（株）

（株）進栄工業
（株）セイユー
カトウ家具工芸（有）

（株）サステック
（株）タカノエンジニアリング
（株）中野石材
（株）ハタヤデザイン
（株）カセイ

北広島エコファクトリー 西日本リネンサプライ（株）
広島イーグル（株）
広島精密工業（株）氏神工場

（有）木下鉄工所
ブリヂストンタイヤサービス西日本（株）中国支社
徳山産業（株）
津久田工業（株）

（株）ジャパンエンジニアリング・ワークス 千代田工場
水処理施設維持管理職

千代田衛生興業（有）
環境整備職

千代田衛生興業（有）
産業廃棄物処理従事者

喜楽鉱業（株）広島総合工場
技術前処理係

喜楽鉱業（株）広島総合工場
工場内施設管理

広島協同乳業（株）
運転手（トラック・機械・バス・タクシーなど）
福山通運（株）広島北支店
喜楽鉱業（株）広島総合工場

（有）大朝交通
ちよだタクシー（株）
北広島タクシー

（株）下岡タイヤ産業
（株）竹下建設
（有）ダイケン
（有）豊平交通
（有）中越木材
桑本建材（株）

自動車技術（自動車整備）
（株）エムジー・カーズ千代田
車検の速太郎　千代田店

自動車検査員
車検の速太郎　千代田店

農業
（有）千代田ファーム
（有）北広島町農林建公社
益水興産（有）

（株）誠企画
農産物の管理・接客

豊平建設（株） 豊平どんぐり農園
スポーツ

大朝まちづくり（有）
倉庫作業

出水運輸センター（株）広島営業所
広島協同乳業（株）

（株）ショウワコーポレーション
保育士

蔵迫保育所

正社員の募集
看護師・准看護師

（医）社団慶寿会 千代田中央病院　
（医）明和会 北広島病院
（医）社団せがわ会 千代田病院
特別養護老人ホーム やすらぎ

看護助手
（医）社団せがわ会 千代田病院

介護職・介護支援専門員など
特別養護老人ホーム やすらぎ
グループホーム・デイサービス　きららの里
社会福祉法人　三矢会
芸北小規模多機能ホーム・芸北デイサービス
特別養護老人ホーム ゆりかご荘
北広島町社会福祉協議会

（医）社団せがわ会　通所・訪問介護事業所
障害福祉サービス ホームきずな・ぴいぱぶ
あけぼの訪問介護事業所

歯科衛生士
（医）共愛会 みやけ歯科医院

受付及び歯科助手
（医）共愛会 みやけ歯科医院

栄養士
タカキベーカリー 千代田工場内 グリーンハウス（株）

小売店販売員など
Life shop かわすみ

（有）種浦商店≪セブンイレブン広島千代田インター店≫
（株）フレスタ　サンクス店

メイト（有）≪セブンイレブン千代田本地店≫
メイト（有）≪セブンイレブン千代田春木店≫

（株）ザグザグ（ドラッグストア ザグザグ千代田店）
ローソン千代田インター店
メイト（有）≪セブンイレブン大朝店 ≫
パレット　千代田店
高谷（株）（ファッションハウスルックルック千代田店）
auショップ　北広島店
ローソン北広島町　蔵迫店
alzo 千代田店（アルゾ ちよだてん）

事務員など
福山通運（株）広島北支店
テクノレイク（株）
車検の速太郎　千代田店

（株）ハタヤデザイン
（株）大田鋳造所 千代田事業所

西日本高速道路ビジネスサポート（株）中国支店
広島県中古自動車販売商工組合

郵便局　窓口業務
豊平郵便局

乗合タクシー　受付
ちよだタクシー（株）

土木作業員など
（有）ビーエム

調理人
特別養護老人ホーム やまゆり
タカキベーカリー 千代田工場内 グリーンハウス（株）

（株）広鉄二葉サービス
接客・調理補助など

千代田OGMゴルフ倶楽部
（有）新見仕出し店
（株）サルボ両備　寒曳売店
（株）広鉄二葉サービス
（株）フレスタ　サンクス店
芸北文化ランド

（株）むさし
（株）どんぐり村
広島北ホテル
田原温泉5000年風呂
お好み焼き 三八 松浦

接客・調理補助など
のどか　旬菜屋

（株）バルコム（長笹 樂山）
（株）亀の家（アザレア千代田）

タカキベーカリー 千代田工場内 グリーンハウス（株）
（株）誠企画
和食　みや島
Café＆dining　ほんまる
きたひろ市場

食品製造など
（株）タカキベーカリー  千代田工場
（株）フレスタ　サンクス店
（株）MINING（マイニング）

製造作業員（工場作業）
（株）キャリアメイク
（株）セイユー
（株）ショウワコーポレーション
（株）タカノエンジニアリング
オオアサ電子（株）

（株）ハタヤデザイン
（株）サルツ
テクノレイク（株）

（株）カセイ
（株）やまびこ　広島事業所
（株）進栄工業
日本機電西日本販売（株） 千代田センター
徳山産業（株）
三島食品（株）北広島町農園事業 紫の里

（株）クリエイト
（株）ダスキンプロダクト中四国
（株）MINING（マイニング）

排水処理場管理業務
広島イーグル（株）

郵便配達員
郵便局  千代田・豊平・大朝・芸北

清掃作業車 運転手
三次電工（株）北広島出張所

支援員+送迎員
放課後等デイサービス ららぽーと 千代田

検品・仕分け・梱包作業
姫路合同貨物自動車（株）ジュンテンドー芸北配送センター

（株）Kouei　Chemical（こうえい　けみかる）
倉庫作業など

エコートレーディング（株）広島支店
業務員

福山通運（株） 広島北支店
清掃

サマンサジャパン（株）
（有）ホームクリーン
三次電工（株）北広島出張所

（株）亀の家（アザレア千代田）
キャディ

千代田OGMゴルフ倶楽部
警備員

（株）タック
（株）ニットー 三次営業所

農業
（有）山本屋養鶏場
（株）誠企画
西原牧場
西日本高速道路エンジニアリング中国（株）北広島農場

保育士
大朝保育所
蔵迫保育所

保育士＋保育補助
蔵迫保育所

パートの募集

人情報コーナー求 平成30年９月10日現在 

問 北広島町求人情報センター（企画課 定住推進係内） 
    IP ☎ ０５０－５８１２－１８５６

＊広報紙発行日に、すでに募集が終了している場合もあります。
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>>> Population 人口と世帯

>>> ￥￥￥ 納期限

［８月末日現在］　　　　（　）：前月比

    人　口 18,873 人 （31 増）

    転　入 93 人

    転　出 50 人

　 出　生 8 人

　 死　亡 20 人

    世帯数 8,593 世帯 （37 増）

>>> Editor's postscript 編集後記

10月１日（月）

●町県民税［ ３期 ］
●国民健康保険税［ ４期 ］
●後期高齢者医療保険料［ ４期 ］

●固定資産税［ ３期 ］
●国民健康保険税［ ３期 ］
●後期高齢者医療保険料［ ３期 ］

 10月31日（水）

◎困ったときは、消費生活相談室へ !!
　北広島町人権・生活総合相談センター
　　　　　　　　（北広島町有田４９５－１）
　 ☎０８２６ － ７２ － ５５７１［消費生活相談室専用］
毎週月・木曜日（祝日・年末年始除く）10 時～12 時 ・ 13 時～16 時
問 広島県生活センター 
　☎０８２ － ２２３－ ６１１１
　月～金曜日（祝日・年末年始除く）９時～17 時
問 北広島町人権・生活総合相談センター
 IP ☎０５０ － ５８１２ － ５０２０

気をつけて！「キャッシュカードを
預かる」という電話は詐欺

Stop
費者トラブル消

≪相談内容≫
　警察を名乗る男性か
ら、「コンビニで、あな
たの銀行口座から50万
円引き落とされたので
カードを止めた。すぐ
代わりの者を行かせる
のでキャッシュカード
を預けるように」という電話があった。電話を
切らないうちに男性が訪ねてきたのでカードを
渡し、暗証番号を聞かれ、教えた。３日後、銀
行のサポートセンターから不審な引き出しがあ
ると連絡があり、口座から250万円ほど引き出
されていることがわかった。（80歳代　女性）

≪ひとこと助言≫
● 警察や公的機関、金融機関の職員等が通帳

やキャッシュカードを預かったり、暗証番
号を聞き出したりすることはありません。
このような電話がかかってきたら、すぐに
電話を切りましょう。

● もし訪問されても、絶対に通帳やキャッシ
ュカードを渡したり、暗証番号を教えたり
してはいけません。

● 少しでも不安に思ったら、すぐに北広島町
人権・生活総合相談センター（消費生活相
談室）または広島県生活センターにご相談
ください。

（参考：見守り新鮮情報　第 313 号）

◆「北広島のスポーツはすごい」。広報紙
の担当になって、何度そう思ったことでし
ょうか。広島新庄高校軟式野球部の初の全
国大会出場。初戦は相手のピッチャーの好
投で、終盤まで厳しい試合展開でした。そ
れでもあきらめない選手たち。８回裏に見
事な逆転劇を見せてくれ、その姿からは、
夢の舞台を思う存分楽しんでいるのが伝わ
りました。また、どんぐり北広島ソフトテ
ニスクラブ 高橋選手と半谷選手の金メダ
ル獲得。JR 広島駅で出迎えた地域の皆さ
んと選手２人の笑顔や涙がとても輝いてい
ました。このような一瞬一瞬に立ち会える
ことに感謝するとともに、日本一幸せな広
報紙担当だとあらためて感じています。本
当におめでとうございます。
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2020 年東京オリンピックに向けて

ドミニカ共和国代表選手の事前合宿受入などに関する情報は、
町ホームページで紹介しています。
問教育委員会 生涯学習課　IP ☎０５０－５８１２－１８６４

2020 年東京オリンピックに向けて、中南米のカリブ海に浮かぶ島国「ドミニカ共
和国」から柔道と陸上競技のオリンピック代表選手が事前合宿で北広島町へやって
来ます。合宿の受入に向けて、町民の皆さんにドミニカ共和国のことを知っていた
だくため、国のことや公用語のスペイン語などをご紹介します。

¡Vamos a conversar Español!
スペイン語で話してみよう！

ドミニカ共和国を知ろう！

ドミニカ共和国は日本から飛行機で約
20 時間（乗り継ぎを含む）。野球が盛
んな国で、株式会社広島東洋カープが
運営する野球学校「ドミニカカープア
カデミー」も有名です。

新企画

美しいビーチには世界各国から
観光客が訪れています 主要産業は農業や観光業

公用語：スペイン語
人　口：約 1,065 万人（2016 年時点）

気　候： 亜 熱 帯（ 平 均 気 温 は 夏 季
36℃、冬季 25℃）

（外務省ホームページ参照）


